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�
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構

は
、
平
成　

年
７
月
に
イ
オ
ル
の
再
生
事

１９

業
の
中
期
的
展
開
方
針
に
関
す
る
報
告

書
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で
先
行
的
実
施
地

域
と
し
て
新
た
に
平
取
町
を
加
え
「
活
動

型
イ
オ
ル
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
平
成　

年
４

２０

月
よ
り
当
町
に
お
い
て
も
、
本
格
的
に
事

業
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
は
、
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成　

年
７
月
に
「
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
生
活

１７
空
間
の
再
生
」
に
関
す
る
基
本
構
想
を
ま

と
め
、
先
行
し
て
進
め
る
地
域
に
白
老
町

を
選
定
し
、
平
成　

年
度
か
ら
事
業
を
実

１８

施
し
て
い
ま
す
。

一
方
、�
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
で
は
次

期
実
施
地
域
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、

平
取
町
を
選
定
し
、
平
成　

年
２
月
に
開

１９

催
さ
れ
た
国
の
第
４
回
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的

生
活
空
間
の
再
生
事
業
運
営
諮
問
委
員
会

に
報
告
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

平
取
地
域
イ
オ
ル
再
生
事
業
の
め
ざ

す
姿
を
基
本
に
、
沙
流
川
流
域
イ
オ
ル
構

想
平
取
町
推
進
協
議
会
（
構
成
団
体
＝
町
、

町
議
会
、
ウ
タ
リ
協
会
平
取
支
部
、
自
治

振
興
会
、
農
協
、
森
林
組
合
、
商
工
会
）

及
び
そ
の
下
の
イ
オ
ル
専
門
委
員
会
（
構

成
団
体
＝
ウ
タ
リ
協
会
平
取
支
部
、
二
風

谷
ア
イ
ヌ
語
教
室
、
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
、

二
風
谷
観
光
振
興
組
合
、
企
業
組
合
二
風

谷
民
芸
）
で
議
論
を
重
ね
、
コ
タ
ン
の
再

現
、
イ
オ
ル
の
森
（
仮
称
）、
水
辺
空
間

の
再
生
の
三
つ
の
領
域
を
定
め
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
三
領

域
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
部
会
を
設
け
整
備

方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

平
成
９
年
７
月
１
日
、「
ア
イ
ヌ
文
化

の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関

す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る

法
律
（
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
）
が
施
行
さ

れ
て
以
来
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
各
地
で

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
等
に
つ
い
て
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
イ
ヌ
語
な
ど
ア
イ
ヌ
文
化

を
受
け
継
ぐ
人
た
ち
と
伝
承
す
る
人
た

ち
が
高
齢
化
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
る

現
状
や
、
歴
史
的
社
会
環
境
の
変
化
に
伴

い
自
然
素
材
の
確
保
が
困
難
に
な
る
な

ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
総
合
的
に
伝
承
す
る

上
で
の
基
盤
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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�
現
在
の
暮
ら
し
方
を
尊
重
し
自
然

　
　

素
材
の
生
育
す
る
豊
か
な
森
林
な

　
　

ど
の
活
動
の
場
を
形
成

　
�
自
然
素
材
を
入
手
し
加
工
・
利
用
・

　
　

保
存
す
る
活
動
の
拠
点
と
な
る
コ

　
　

タ
ン
を
再
現

●�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�

�
�
�
�
�
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�
豊
か
な
恵
み
を
生
み
出
す
イ
オ
ル

　
　

型
の
複
層
林
等
の
育
成
技
術
の
確

　
　

立
と
適
正
な
管
理
運
営

　
�
自
然
素
材
の
採
取
な
ど
が
一
定
の

　
　

ル
ー
ル
の
下
で
自
由
に
行
え
る
場

　
　

の
確
保
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�
自
然
素
材
の
採
集
・
加
工
・
利
用

　
　

の
循
環
シ
ス
テ
ム
（
制
度
）
の
構

　
　

築

　
�
伝
承
活
動
が
世
代
間
で
継
承
さ
れ

　
　

る
シ
ス
テ
ム
（
体
系
）
の
構
築
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平
成　

年
度
に
は
コ
タ
ン
再
現
方
針

２０

の
樹
立
と
ポ
ロ
チ
セ
（
大
き
い
家
）
の
復

元
を
同
時
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

ポ
ロ
チ
セ
の
復
元
は
（
財
）
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
が
採
用
し
た
地

元
の
伝
承
者
と
作
業
従
事
者
の
方
々
で

行
っ
て
お
り
、
チ
セ
、
カ
ヤ
の
採
取
か
ら

始
ま
り
、
樹
木
の
伐
採
・
加
工
・
復
元
ま

で
昔
な
が
ら
の
伝
統
工
法
を
多
く
取
り

入
れ
復
元
し
ま
し
た
。　
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 < 凡例 >
�����（大きい家）
���（家）
��（倉）
������（熊おり）
�����（祭壇）
������（狩小屋）
���（もの干し竿）
�����（女性トイレ）
������（男性トイレ）

平
成　

年
度
か
ら
は
、復
元
さ
れ
た
ポ

21

ロ
チ
セ
を
拠
点
に
伝
承
活
動
を
具
体
的

に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、伝
統
文
化
継

承
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ

し
た
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
セ
（
２
棟
）、
付
帯
施
設

（
プ
ほ
か
）、
修
景
整
備
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

次
回
は
、
水
辺
空
間
（
本
町
河
川
敷
地
）

と
イ
オ
ル
の
森
（
仮
称
）
整
備
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

（
二
風
谷
観
光
公
園
）
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　愛馬の安全と活躍を祈願する道内外からの軽種馬生産者ら約
１５０人が参列し、義経神社で恒例の初午祭が営まれました。
　邪気をはらう「矢刺しの神事」では、昨年の道営競馬リーディ
ングジョッキー　五十嵐冬樹騎手が行事者を務め、馬上から今年
の凶方とされる南南西に向かって、3本の破魔矢を放ちました。
　幸運が訪れるという矢を拾った 3人は、五十嵐騎手と一緒に記
念撮影をし「馬も人も、今年一年無事で過ごしたい」と笑顔で話
していました。　

��������������
����������	
�������

�������������
 「義経雪あかり」が商工会平取地区会の主催によりふ
れあいセンターびらとりを主会場として開催されまし
た。
　市街地の通りに並んだアイスキャンドルや子どもた
ちが思い思いに画を描いた行灯に火がともされ、道行
く人の目を楽しませていました。
　また、小学生を対象に「氷の彫刻コンテスト」も行
われ、参加した子どもたちは専用の道具で「かに」「目
玉おやじ」「タカ＆トシのライオン」などの氷の像づく
りに挑戦していました。
　ふれあいセンターでは、熱々の「義経雪うどん」や
甘酒のサービスコーナーに長い列ができ、訪れた見物
客は寒い中で思わぬごちそうに舌鼓を打っていました。

　平成 20 年の官公庁または全国的な組織団体等が
主催する、各種大会及び発表会において、優秀な成
績をおさめた団体及び個人を表彰するのが、この
「特別賞」です。
　二谷優吾君（貫気別小学校）は、全道大会である
第 27 回北海道小学生バドミントン大会男子シング
ルス５年生以下の部において、優勝を果したので、
この受賞につながりました。
　貫気別小学校において、斉藤教育長より二谷君へ
賞状が渡されました。
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　不況に伴い悪化する雇用状況を少しでも改善する
ことを目的に、町有林での枝打ちやエゾシカが傷つけ
るのを防ぐため、枝を幹に巻く「枝条巻き」の作業を
行う「緊急雇用創出対策事業」が実施されました。
　募集により採用された作業員は 23 人で、中には未
経験の人もいて、時折、小雪の降るなか慣れない手つ
きで作業に汗を流していました。
　

���������	
�
���������������������

���������	
�������

���������	
���
����������������

　アイヌ文化の伝承活動発表の場として「第20回シ
シリムカアイヌ文化祭」が中央公民館で開催されま
した。
　ウポポ（座り歌）、古式舞踊、早口言葉、カムイ
ユカラ（神の謡）、ユカラ（英雄叙事詩）などアイヌ
語教室の子どもたちや平取アイヌ文化保存会の皆
さんなどにより次々と披露されました。
　続いて、イオル（アイヌの伝統的生活空間）再生
事業の経過報告の後、ゲストとして出演した浦河文
化保存会の古式舞踊の特別公演に、約 250 人の聴衆
は盛んな拍手を送っていました。

　道内一のトマトの産地平取町で、トマトをテーマに
農業者、商工業者、町民が連帯するまちづくりをすす
めるため、「トマトの里づくりフォーラム」が二風谷
の沙流川歴史館レクチャーホールで開催されました。
　フードジャーナリストの林美香子さんを講師にお
こなわれた基調講演では、「トマトの里をめざすには
地域の様々な分野の人たちの連帯が必要であり、皆が
びらとりトマトのサポーターになることがポイント」
などのアドバイスを受けました。
　続いて、糸屋新一郎さん（トマト栽培農家）、青山
和博さん（町商工会副会長）、山本敦子さん（米澤電
気商会平取営業所長）の 3人によるパネルディスカッ
ションが行われ、参加した約１００人の聴衆は、熱心に
聞き入っていました。
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病
床
利
用
率
の
低
い
療
養
型
を
縮

小
し
、
現
状
に
見
合
う
経
営
規
模
へ

の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
、
経
営
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し

ま
す
。

　

①
初
期
治
療
を
提
供
す
る
救
急
体

　
　

制
を
維
持

　

②
入
院
病
床
数
の
見
直
し

　

③
通
院
患
者
の
交
通
確
保
・
健
診

　
　

業
務
の
積
極
的
推
進

　

④
振
内
診
療
所
の
継
続

　

⑤
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
整
備

　

⑥
看
護
配
置
・
定
員
管
理
の
適
正

　
　

化

　
�
特
定
健
診
や
各
医
療
サ
ー
ビ
ス

　
　

等
の
Ｐ
Ｒ

　
�
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向

　
　

上
等
、
経
営
効
率
化
の
取
組
み
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�
�
�
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�
�
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�

　
　

夜
間
・
休
日
を
問
わ
な
い
診　
 

    
療
体
制
（　

時
間
受
入
れ
対
応
） 
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を
基
本
に
、
苫
小
牧
市
等
の
二
次 

    
医
療
機
関
と
連
携
し
、
安
全
で
安 

    
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま 

    
す
。

　
　

ま
た
、
振
内
診
療
所
に
つ
い
て 

    
も
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療
サ
ー 

    
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
し
ま
す
。

　
�
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通
院
患
者
の
交
通
の
確
保
や
介 

   
護
老
人
福
祉
施
設
等
と
の
連
携
を  

   
密
に
し
、
療
養
病
床
と
一
般
病
床 

  
を
確
保
し
ま
す
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�

   　

新
た
に
リ
ハ
ビ
リ
科
を
設
置　

　

し
、
早
期
の
社
会
復
帰
を
目
指
し

　

ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
本
年
１
月　

日
２６

に
当
院
の
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
期
間
は
、�
�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
（
国
の

方
針
＝
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
�
�
�
	

���

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、
当
院
の
診
療
充
実
と
経
営

安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
医
療

機
関
と
連
携
し
、
地
域
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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【�
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�
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【
１
日
あ
た
り
目
標
入
院
患
者
数 
】  

      
療
養
病
床   
＝　

人
１５

   　

一
般
病
床   
＝　

人
３５

【
病
床
利
用
率 
】 

　
　
　
 　

％
以
上

７５

【
１
日
あ
た
り
目
標
外
来
患
者
数
】 

      
本
院　
       
＝　

人 
９０

   　

振
内
診
療
所
＝　

人
２０

当
町
の
国
保
病
院
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
末
で
約
2
憶
9
千
万
円

１９

の
不
良
債
務
（
資
金
不
足
）
を
抱
え
、

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
指
導
に
よ
り
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
病
院
経
営
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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一
般
会
計
（
町
）
に
お
い
て
は
、

地
域
住
民
が
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
、
安
全
で
安
心
に
提
供
す

る
た
め
に
必
要
な
病
院
運
営
経
費
と

し
て
、
次
の
と
お
り
負
担
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
不
良
債
務

（
平
成　

年
度
末
の
累
計
額
＝
約
2

19

憶
9
千
万
円
）
に
関
し
て
は
、
町
の

実
質
的
な
財
源
負
担
が
ほ
と
ん
ど
無

い
状
況
で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本

来
、
過
年
度
に
お
い
て
、
既
に
解
消

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成　

年
度
及
び
平
成　

年
度

20

21

で
そ
の
全
額
を
繰
出
し
、
清
算
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。
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過
疎
地
域
等
の
お
け
る
公
立
病
院

（
不
採
算
地
区
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

当
然
、
赤
字
経
営
が
想
定 
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
交
付
税
に
よ
る
財
源
補
て

ん
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
額
は
、
不
採
算
地
区
・
救
急

告
示
病
院
の
経
費
と
し
て
、
年
間
で

約
1
憶
4
百
万
円
が
町
に
交
付
さ
れ

て
い
る
ほ
か
に
、
企
業
債
元
利
償
還

金
（
資
本
的
支
出
）・
各
種
健
診
業
務

等
（
保
健
衛
生
行
政
事
務
費
）
の
経

費
に
つ
い
て
も
、
一
定
程
度
の
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
度
医
療
機
器
の
整
備
（
平

成　

年
に
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
・
生
化
学

18
自
動
分
析
装
置
）
に
要
す
る
年
間
約

9
百
万
円
の
リ
ー
ス
料
（
５
年
間
）

に
つ
い
て
は
、
資
本
的
支
出
分
と
し

て
、
病
院
会
計
に
繰
出
す
こ
と
と
し

ま
す
。
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平
成　

年
度
以
降
に
生
じ
る
不
良

20

債
務
額
（
推
計
）
に
つ
い
て
は
、
年

間
約
2
憶
4
千
万
円
程
度
と
し
て
、

病
院
会
計
に
繰
出
し
、
そ
の
解
消
を

図
る
こ
と
と
し
ま
す
。
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一
般
会
計
に
お
け
る
年
間
約
2
憶

4
千
万
円
の
病
院
会
計
へ
の
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
や
資
本

的
支
出
に
対
す
る
負
担
等
を
差
引
く

と
、
実
質
的
な
財
源
負
担
額
は
、
年

間
約
1
憶
1
千
万
円
程
度
で
あ
り
、

町
民
一
人
当
た
り
、
約
1
万
9
千
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

備　　　考23 年度22 年度21 年度20 年度19 年度実績

平成 22 年度より病床数変更68.466.062.262.062.6医業収支比率（％）

101.599.398.2125.786.2経常収支比率（％）

71.574.581.683.183.1職員給与費比率（％）

平成 22 年度より 65 床76.970.856.051.245.5病床利用率　75 床（％）

平成 22 年度より 45 床77.868.987.186.572.6　　一般病床　31 床

平成 22 年度より 20 床75.075.034.126.126.4　　療養病床　45 床

1 日あたり患者数（人）

利用率 75％35312726.822.5　　一般病床

利用率 75％15151511.511.6　　療養病床

90909088.187.4　　本院外来

20202020.621.3　　振内診療所外来

派遣社員（委託）含む3032333535看護配置職員数（人）

　

本
計
画
の
取
組
み
や
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
改
革
プ
ラ
ン

検
討
委
員
会
（
有
識
者
や
各
団
体
の

代
表
者
等
の
委
員　

人
で
構
成
）
で

10

報
告
・
評
価
等
を
行
い
、
町
民
に
公

開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
進
捗
状
況
や
医
療
環
境
の

変
動
等
に
よ
り
、
改
革
プ
ラ
ン
の
見

直
し
が
必
要
な
場
合
は
、
当
検
討
委

員
会
の
審
議
を
経
て
、
計
画
変
更
を

行
い
ま
す
。　

��������	
���	
���

　

現
在
、
当
町
の
国
保
病
院
で
は
、

約　

人
も
の
雇
用
（
委
託
業
務
を
含

６０
む
）
が
創
出
さ
れ
、
経
済
的
な
効
果

が
大
き
い
こ
と
や
、
周
辺
に
お
け
る

公
立
病
院
の
診
療
所
化
・
病
床
数
の

削
減
等
、
医
療
環
境
が
益
々
悪
化
し

て
い
く
現
状
を
考
え
る
と
、
地
域
医

療
を
担
う
た
め
の
公
立
病
院
を
維

持
・
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。

　

本
改
革
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て

取
組
み
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
が
、
当
町
の
国
保
病
院
を
ご
利

用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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2
月
9
日
・　

日
の
2
日
間
に
わ

12

た
り
、
生
涯
学
習
機
会
提
供
の
一
つ

と
し
て
、「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座
」

が
貫
気
別
生
活
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

い
ろ
ん
な
物
に
絵
が
描
け
る
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
は
、
今
回
、
木
製
の
小

物
入
れ
に
花
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
林
明
美
先
生
の
指
導
に

よ
り
、
細
か
い
所
も
丁
寧
に
仕
上
が

り
、
大
満
足
の
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
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2
月　

日
、
北
海
道
近
代
美
術
館

17

で
開
催
中
の
特
別
展
「
セ
ザ
ン
ヌ
主

義
」
と
常
設
展
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画　

点
、
そ
の
影

40

響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
国
内
外
の
画

家
の
作
品
1
0
0
点
を
比
較
す
る
形

で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
作
品
数
も
多

く
参
加
者　

人
は
大
変
満
足
し
て
い

15

ま
し
た
。

　

2
月　

日
に
子
ど
も
の
興
味
や
好

19

奇
心
を
引
き
出
し
、
普
段
の
子
育
て

に
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
、
子
育
て

講
座
「
親
子
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
藤
女
子
大
学
保
育
学
科
の

高
橋
真
由
美
氏
を
お
迎
え
し
て
、
口

に
入
れ
て
も
安
全
な
材
料
で
つ
く
る

「
小
麦
粉
粘
土
」
の
作
り
方
と
、
子

育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
が
食
用
色
素
を
使
っ
て
着
色

し
た
粘
土
を
使
っ
て
、
子
ど
も
達
は
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
は
じ
め

る
と
、
お
団
子
や
イ
チ
ゴ
を
作
っ
た

り
し
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
身
近
な
も
の

か
ら
安
全
な
お
も
ち
ゃ
が
出
来
、
先

生
の
お
話
も
日
頃
の
子
育
て
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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い
設
計
）
の
第
一
歩
で
あ
る
「
気
づ

き
」
そ
し
て
、「
視
点
を
変
え
る
こ
と
」

「
こ
こ
ろ
の
U
D
＝
共
感
を
持
つ
こ

と
」
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
石
井
さ
ん
の
軽
快
な

ト
ー
ク
に
笑
い
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
急
に
マ
イ
ク
を
向

け
ら
れ
、
戸
惑
う
一
幕
も
。

　

講
演
終
了
後
は
「
と
て
も
楽
し
く

良
い
お
話
し
を
聞
い
た
」「
こ
れ
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。　

　

1
月　

日
に
地
域
づ
く
り
住
民
講

28

座
・
女
性
教
養
講
座
と
し
て
、
レ
ポ
ー

タ
ー
の
石
井
雅
子
さ
ん
、
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
山
田
も
と
子
さ
ん
を
招

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
出
演
番
組
の
ビ
デ
オ

を
交
え
な
が
ら
、
U
D
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
＝
誰
に
で
も
易
し
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２
月　

日
に
振
内
自
治
会
（
福
澤

１５

一
光
会
長
）
主
催
の
「
振
内
地
区
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
」
が
振
内
青

少
年
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
親
睦
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、　

回
３０

目
の
記
念
と
な
る
今
大
会
は
、　
１７

チ
ー
ム
、
約　

名
の
参
加
で
開
催
さ

８０

れ
、
各
チ
ー
ム
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

優　

勝　

１
町
内
Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

Ｇ
Ｏ�
Ｇ
Ｏ�
５
チ
ー
ム

　

第
３
位　
　

町
内
Ｂ
チ
ー
ム

１０

　

平
取
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
（
佐
々
憲

一
会
長
）
主
催
の
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

が
、
１
月　

日
か
ら
２
月　

日
の
期

１９

１０

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
三
大
会
開
催
さ
れ
、

合
計
９
チ
ー
ム
、
約　

名
の
参
加
が

６０

あ
り
、
中
で
も
振
内
中
学
校
生
徒
に

よ
る
２
チ
ー
ム
が
大
会
を
盛
り
上
げ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　�
第　

回
平
取
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
長
杯

２７

　

兼
リ
ン
ク
開
き
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

優　

勝　

坂
本
農
園　

　

準
優
勝　

振
内
シ
ル
バ
ー　

　

第
３
位　

振
内
中
学
校

　�
第　

回
仁
世
宇
園
杯

１８

　
　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

優　

勝　

農
林
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

オ
ラ
ン
ダ
コ
コ
ア

　

第
３
位　

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト

�
第
１
回
坂
本
農
園
杯

　
　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

優　

勝　

農
林
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト

　

第
３
位　

振
内
シ
ル
バ
ー
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2
月
8
日
に
二
風
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
で
「
第　

回
ブ
ー
ツ
ホ
ッ

１７

ケ
ー
大
会
」（
平
取
町
体
育
連
盟
主

催
）
が　

チ
ー
ム
1
2
4
人
の
参
加

１２

を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

予
選　

試
合
、
決
勝　

試
合
が
行

12

１２

わ
れ
、
滑
り
や
す
い
氷
の
上
を
長
靴

で
走
る
た
め
、
転
び
な
が
ら
も
選
手

た
ち
は
和
や
か
に
楽
し
ん
で
い
た
大

会
で
し
た
。　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

優　

勝　

坂
本
農
園

　

準
優
勝　

チ
ー
ム
佐
藤
拓
美

　

第
三
位　

4
打
数
1
安
打

　

第
四
位　

び
ら
と
り
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
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明
生
・
義
経
・
高
砂
の
三
大
学
に

よ
る
「
合
同
学
園
祭
」
が
2
月　

日
２０

に
貫
気
別
生
活
館
で
約　

人
が
参
加

８０

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
き
が
い
や
健
康
増
進
を
目
的
に

高
齢
者
大
学
で
は
、
年
間　

回
ほ
ど

15

の
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
習
会
を
行
っ
て

お
り
、
学
園
祭
で
は
合
唱
や
舞
踊
、

作
品
展
な
ど
1
年
間
の
学
習
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
3
日
に
「
合
同
終
了

式
」
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
斉

藤
名
誉
学
長
よ
り
皆
勤
賞
の　

人
に

21

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
学
生
を
代
表
し
て
明
生

大
学
の
本
間
義
雄
学
生
自
治
会
長
が

1
年
間
の
感
想
を
述
べ
、
新
年
度
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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の
よ
う
で
、
初
期
は
痛
み
は
な
い

　

こ
と
が
多
い
）

②
乳
房
の
皮
膚
が
へ
こ
ん
で
き
た
り
、

む
く
ん
だ
り
、
赤
く
な
っ
た  　

り

す
る

③
乳
頭
が
た
だ
れ
た
り
、
へ
こ
む

月
に
１
回
、
自
分
で
見
た
り
触
っ

た
り
し
て
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
月
経
が
終
わ
っ
て
か

ら
１
週
間
く
ら
い
が
乳
腺
が
安
定
し

て
し
て
、
自
己
触
診
に
適
し
て
い
ま

す
。

　

閉
経
を
迎
え
た
方
は
、
月
に
１
回
、

日
に
ち
を
決
め
て
の
チ
ェ
ッ
ク
が
お

す
す
め
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

左
右
の
乳
房
の
形
や
大
き
さ
、
く

ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ
、
乳
頭
の
形
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

指
の
腹
で
円
形
を
描
き
な
が
ら
し

こ
り
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
。

乳
頭
を
つ
ま
み
、
分
泌
物
が
な
い

か
も
チ
ェ
ッ
ク

わ
が
国
で
は
、
１
年
間
に
お
よ
そ

３
５
０
０
０
人
の
女
性
が
乳
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
今
や
、　

人
に
１
人
以

３０

上
が
か
か
る
病
気
で
す
。

乳
が
ん
は
欧
米
に
多
く
、
日
本
に

は
少
な
い
が
ん
で
し
た
が
、
近
年
、

増
加
が
著
し
い
が
ん
で
す
。

　

〜　

代
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、

４０

５０

最
近
で
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ

り
、
早
い
初
経
や
遅
い
閉
経
、
肥
満

な
ど
か
ら　

代
や　

代
で
の
発
症
も

３０

６０

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

か
ら
、
出
産
経
験
の
な
い
人
、
高
年

初
産
の
人
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど

が
乳
が
ん
増
加
の
原
因
の
１
つ
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
乳
房
内
、
あ
る
い
は
わ
き
の
下
な

　

ど
（
リ
ン
パ
節
も
含
む
）
乳
房
周

　

辺
の
し
こ
り
を
感
じ
る
（
し
こ
り

　

に
触
れ
た
と
き
の
硬
さ
は
、
硬
い

　

消
し
ゴ
ム
、
硬
く
な
っ
た
チ
ー
ズ

子
宮
が
ん
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

子
宮
の
入
り
口
の
部
位
に
で
き
る
子

宮
頚
が
ん
と
、
子
宮
の
奥
に
あ
た
る

部
位
に
で
き
る
子
宮
体
部
が
ん
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
子
宮
に
発

症
す
る
が
ん
で
す
が
、
が
ん
を
引
き

起
こ
す
危
険
因
子
や
が
ん
に
か
か
る

年
齢
、
症
状
な
ど
に
は
違
い
が
あ
り

ま
す
。

頚
部
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
発
が
ん
と
強
く

関
係
し
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
る
他
の

が
ん
と
違
っ
て
、
性
活
動
が
活
発
な

若
い
年
代
で
の
感
染
の
機
会
が
増
え

て
お
り
、　

代
の
若
年
層
で
急
増
し

２０

て
い
ま
す
。

�
�
�
�

初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
な
く
、

が
ん
が
進
行
す
る
と
、
不
正
性
器
出

血
、
普
段
と
違
う
お
り
も
の
が
増
え

る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
。

�
�
�
�

初
期
段
階
の
症
状
と
し
て
、
不
正

出
血
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ほ
か
、
進
行

す
る
と
、
血
液
の
混
じ
っ
た
お
り
も

の
や
下
腹
部
の
痛
み
な
ど
も
み
ら
れ

る
。が

ん
検
診
は
が
ん
死
亡
率
を
減
ら

す
こ
と
に
有
効
で
す
。
大
切
な
の
は
、

い
か
に
早
期
の
う
ち
に
が
ん
を
見
つ

け
る
か
で
す
。
が
ん
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
も
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

平
取
町
で
も
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診

は
４
・
５
月
に
各
１
回
、
子
宮
が
ん

検
診
は
５
・　

月
に
各
１
回
（
５
月

１０

は
札
幌
会
場
に
て
、
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
検
診
を
同
時
開
催
）
行
う
予
定

で
す
。
実
施
日
や
申
込
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
「
ま
ち
だ
よ
り
」
に
て

周
知
し
ま
す
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
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���������	�＜児童＞

���������	��
�

��������	
��
��

����� � � � 	 
 ���

���������	
��
�

��������	
��
�

��������	
��	�

��������	
��
�

����������	
���

�������������������

������� ����������� ����������	�����

��������	
��
���＜一般＞
　お金がなくても、思いっきり
無理をしなくても、夢は毎日育
ててゆける。契約社員ナガセの
目標は、自分の年収と同じ世界
一周旅行の費用を貯めること。 
　その総額、163 万円。執拗なま
でに節約を試みるナガセだった
が…。
第 140 回芥川賞受賞作。

��������		
��
����＜一般＞
　『食品の裏側』の第2弾。多発する産地偽装など、広
がる“食”問題の真相とはなに
か？前作で書かれなかったさら
なる裏側が明らかになる。
　食品のプロならではの「食品
の選び方7つのルール」「添加物
を減らすコツ10カ条」など、食卓
を安心・安全・豊かにする、お金
のかからない具体的な方法が満
載です。

��������	
���

�������＜児童＞
　学校の遠足の日、お父ちゃん
が一緒に行きたいとダダをこね
た。するとぼくのランドセルま
で「わたしもえんそく、つれて
いって」と言い出した。
　学校への行き帰りだけではさ
みしいと言う。ランドセルがは
るやすみをとって遠足に行きた
いだって�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����

���������	����
	��

������������	�
���

�� � ��

��������	
�������
�

���������	�
��� ※　は休館日です。
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こ
の
広
報
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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�����������
2009（平成 21）年
3 月号 No.583

（　2）5,819人　口
（　2）2,822　男
（　0）2,997　女
（　6）2,645世帯数

60外国人登録数
（ ) 内は前月比　2月末現在

�
�
�
�

��������	
��
����

　小学生が氷の彫刻作りに挑戦しました。貝澤徹さん（二風谷）の指導により、
　寒い中、1時間ほどかかって氷の「かに」は完成しました。
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